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う組織全体にわたる総合的な決定であれ不確実性の大きいものであって，そ
の科学化は現在の大きな課題といわねばならない。
























珪営学 (119) 69 
なお経営学の分野には財務管理，生産管理，人事管理，マーケティゾグ管理
などの機能別の研究があり， ドイツ経営学的，あるいはアメリカの経営管理論
的角度から行なわれているが，ぞれらについてはとこで論ずることを省略した。
